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 平成 6年 7月に「可部駅・河戸駅間電化促進期成同盟会（会長平盛

範儀氏」が発足。平成 15年 12月には「可部駅～三段峡駅間」が廃止

となり、広島市道路交通局の出席を求め「ＪＲ可部線電化延伸等連絡

会を設置し、地域住民が安全で安心して移動できる交通機関や、地域

の交通利便性の向上を図るとともに、活力と賑わいを高めるための基

盤づくりを目的として毎月の連絡会やマニュアル等冊子を発行する。 

 また、廃線目前となり地域の取組みで継続運行している先進地の視察等の前向きな姿勢が、今日の

成果にも表れたこと思います。ありがとうございました。 

 平成 23年 3月に、電化延伸の見通しがついたことで「可部駅・河戸駅間電化促進期成同盟会」は発

展的解散をいたしました。その後、可部地域全ての学区代表者・諸団体とで「ＪＲ可部線利用促進同

盟会」が発足され、ＪＲ可部線の利用者増と可部地域の活性化に向けて活動を行っています。 

  

「ＪＲの環境影響評価基準書の要約書」より 

1. 事業に目的 

広島市北部地域の交通利便性の向上を図るとともに、地域の活力と賑わいを高めるため、

鉄道路線を 1.6㎞電化延伸させ、終端部と中間部に新駅を２カ所整備するものです。 

 

2. 工事計画 

１年６か月を計画しており、平成 25年度に着手し平成 26年度に完了する予定です。 

市の説明によりますと駅舎、駅前広場などの設計計画が出来れば今年の秋着工して、27年

3月のダイヤ改正に間に合うにでは、と話されていまし 

 

3. 事業の概要 

（1） 事業主体   ＪＲ可部線活性化協議会（ＪＲ西日本・関係バス事業者・広島市等で構成） 

（2） 電化延伸区間 可部駅～荒下県営住宅跡地  延長 1.6㎞（単線） 

（3） 新駅設置  中間駅（無人駅）  ホーム形式：単式１面（４両対応、延長 85ｍ） 

          終点駅（無人駅）  ホーム形式：頭端式１面（４両対応、延長 85ｍ） 

         ※尚、可部駅については、延伸に伴い下りホームを増設し、相対式ホーム

へ改良する。 

（4） 踏切の設置  踏切数：３か所   

（5） 概算事業費   約 27億円 

（6） 開業目標    平成２７年春 

                   

 

  
 
平成 25年度を迎え、６年生が「朝のあいさつ運動」「登校時にゴミ拾い」「公園のポスターづくり（４月 
に設置予定）」等を自ら企画し実施しています。また、登下校時にいつも、地域の皆様に見守ってい 
ただいていることに対して、３月１４日に子ども達から感謝の言葉と皆様へのお礼の文を受け取りまし 
た。また、校長先生から、雨の日や寒い日、暑い日も毎日、児童の安全を見守って頂き事件や事故も 
無く登下校できることに心からお礼を述べられていました。本当にありがとうございます。 

         

   

 

６年生の男女が通学時間に元気にあいさ

つ運動 ご苦労さん！ 
宮本校長先生と地域の安全や子ど

も達の登下校時の様子を協議 
子ども達から感謝やお礼の言葉を受

ける（山口防犯会長） 
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